
　

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力

災
害
伝
承
館
は
当
初
、
２
０

２
０
（
令
和
２
）
年
夏
に
開

館
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
、
同
年
９
月
20
日
に

開
館
し
ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
３
階
建
て

で
、
館
内
に
は
被
災
地
で
あ

る
双
葉
郡
な
ど
か
ら
資
料
約

24
万
点
を
集
め
、
そ
の
中
か

ら
震
災
発
生
時
刻
と
津
波
到

達
時
刻
を
指
し
止
ま
っ
た
時

計
な
ど
約
１
７
０
点
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
「
プ
ロ
ロ
ー

グ
」
と
題
し
た
入
口
の
フ
ロ

ア
か
ら
最
後
の
「
復
興
へ
の

挑
戦
」
ま
で
、
震
災
・
原
発

事
故
の
記
録
を
時
系
列
に
見

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

館
内
で
は
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
震
災
当
時
や
こ
れ
ま
で
の

復
興
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
館
外
に
出

て
被
災
し
た
施
設
な
ど
を
見

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ツ
ア

ー
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
複

合
災
害
を
広
く
伝
え
る
語
り

部
口
演
も
１
日
４
回
行
っ
て

い
て
、
被
災
し
た
経
験
談
を

生
の
声
で
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

同
館
で
は
現
在
約
20
人
が

働
い
て
お
り
、
展
示
物
の
説

明
な
ど
に
あ
た
る
「
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
」
は
５
人
い
ま
す
。

渡
辺
さ
ん
を
含
め
職
員
全
員

が
双
葉
郡
に
ゆ
か
り
が
あ
る

方
々
で
す
。
渡
辺
さ
ん
は
説

明
し
な
が
ら
当
時
を
思
い
出

し
、
つ
ら
く
な
る
こ
と
も
あ

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
「
大

震
災
の
本
当
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思

い
で
日
々
業
務
に
あ
た
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

開
館
以
来
の
来
館
者
は
全

国
各
地
か
ら
３
万
９
０
０
０

人
を
数
え
、
震
災
・
原
発
事

故
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
す
。
し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
海
外
か
ら
の
入

国
制
限
で
外
国
人
観
光
客
が

来
館
で
き
ず
、
世
界
へ
の
発

信
が
課
題
で
す
。
開
館
時
間

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
、
火
曜
日
休
館
。
入
館

料
は
大
人
６
０
０
円
、
高
校

生
以
下
３
０
０
円
で
す
。
問

い
合
わ
せ
は
同
館　

電
話
０

２
４
０
（
23
）４
４
０
２
へ
。
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時刻を指したまま止まった時計

双
葉
の
復
興
に
理
解

震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
を
取
材

伝承館で震災当時の様子や窮状を学ぶ取材班

伝
承
館
前
で
記
念
撮
影
に

納
ま
る
取
材
班

　

私
た
ち
取
材
班
は
、
東
日
本
大
震

災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
で
ア
テ
ン

ド
を
務
め
る
渡
辺
昌
子
さ
ん
＝
写
真

＝
に
古
里
へ
の
思
い
や
避
難
生
活
の

経
験
、
仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
に
つ

い
て
聞
き
ま
し
た

　

Q
．
震
災
直
後
は
何
を
し
て
い
ま

し
た
か

　

A
．
大
熊
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
ま
し

た
。
地
震
後
、
原
発
事
故
が
起
こ
り

町
が
警
戒
区
域
に
な
り
ま
し
た
。
す

ぐ
に
田
村
市
へ
全
町
避
難
し
、
そ
の

後
、
会
津
地
方
、
千
葉
県
な
ど
で
避

難
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
田
村
市
の

船
引
小
、
デ
ン
ソ
ー
東
日
本
（
現
デ

ン
ソ
ー
福
島
）
に
身
を
寄
せ
た
際
は

床
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
た
だ
け

の
生
活
で
と
て
も
つ
ら
か
っ
た

　

Q
．
原
発
建
設
の
話
が
持
ち
上
が

っ
た
際
、
住
民
か
ら
の
反
対
な
ど
は

な
か
っ
た
の
で
す
か

　

A
．
反
対
は
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
当
時
は
町
内
に
働
き
口
が
少
な

く
、
多
く
の
町
民
が
首
都
圏
な
ど
へ

出
稼
ぎ
に
行
き
ま
し
た
。
原
発
が
で

き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雇
用
が
生
ま

れ
ま
す
。
危
険
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
絶
対
安
全
だ
と
い
う
「
安
全
神

話
」
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
多
く

の
人
が
家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
ら
な

い
で
一
緒
に
暮
ら
せ
る
な
ら
…
と
い

う
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

　

Q
．
仕
事
の
や
り
が
い
は

　

A
．
古
里
の
現
状
を
多
く
の
人
々

に
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。
震

災
・
原
発
事
故
は
被
災
地
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
地
域
に
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
将
来
の
プ
ラ
ス

と
な
る
よ
う
に
力
を
尽
く
し
た
い

　

Q
．
最
後
に
、
夢
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い

　

A
．
被
災
地
を
震
災
前
に
戻
す
の

で
は
な
く
、
新
た
な
力
を
興
し
繁
栄

さ
せ
た
い
。
「
復
旧
」
に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、
「
復
興
」
の
一
助
と
な

れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す

「
復
旧
」か
ら
「
復
興
」へ
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渡
辺
昌
子
さ
ん
に
聞
く

　

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
10
年
を
経
た
3
月
13
日
。
私

た
ち
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ス
ク
ー
ル
取
材
班
2
班
は
、
福
島
県
双
葉
町
の
東
日
本
大
震
災
・

原
子
力
災
害
伝
承
館
を
訪
れ
、
人
類
史
上
例
の
な
い
複
合
災
害
が
も
た
ら
し
た
困
難
、

そ
の
後
の
復
興
を
学
び
ま
し
た
。
同
館
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
渡
辺
昌
子
さ
ん
（
55
）
＝
大

熊
町
在
住
＝
か
ら
震
災
当
時
の
様
子
や
避
難
生
活
の
窮
状
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し

た
。（
取
材
班
2
班
・
佐
藤
歌
音
、
神
谷
実
鈴
、
清
水
愛
子
、
児
玉
琴
心
、
吉
田
和
叶
）


